


事業概要

1. 期間
開始 ：（西暦）２０２４年４月
終了 ：（西暦）２０２６年３月

2. 最終目標
海運産業のアンモニア燃料導入で創出される環境付加価値をN2Oリアクタによ
るGHG削減で最大化する。

3.成果・進捗概要
• 陸上試験完了
• 2ストロークエンジンの性能向上によりN2O削減性能は限定的
• 実証船への搭載は見送り事業終了



１．事業の位置付け・必要性







2 ．研究開発マネジメントについて
研究開発の目標と目標設定の考え方（根拠）

N2O分解触媒の開発

研究開発項目

1

リアクタ入口N2O濃度50ppm以上
→N2O分解率90%
リアクタ入口N2O濃度50ppm未満
→出口N2O濃度≦5ppmを達成

アウトプット目標

N2Oリアクタの開発2

運用方法の確立3

GHG削減の認証制度
構築につながるデータ
測定・分析

4

N2Oリアクタの開発

KPI設定の考え方
リアクタに適用する触媒性能として必要な値を達成する

リアクタ出口で許容されると考えられるN2O濃度を達成する

実船実証試験を通してリアクタの性能を確認し、実運航時の要領
書を作成する

陸上試験におけるデータと船上での試験結果で実排出を捉え、ク
レジット制度に繋げる

研究開発内容



研究開発体制

2 ．研究開発マネジメントについて



研究開発スケジュール

2 ．研究開発マネジメントについて











４．今後の見通しについて

エンジン開発状況
2ストローク主機を開発しているジャパンエンジンコーポレーション、Everllence、
WinGDはエンジンから排出されるN2O濃度を5ppm未満と公表
→現時点で2ストロークエンジンのN2Oリアクタとして経済性を成り立たせるには
厳しい状況

事業環境の変化を踏まえたコンソの結論
今後、規制によって経済性改善のシナリオは考えられるものの、足元の予測では
経済性担保は困難な状況
→陸上試験を以って、2stエンジン向けのN2Oリアクタ開発は中断とすることが妥
当と考えられ、実証船による検証は見送りとした。



４．今後の見通しについて

今後の開発
現状2ストロークエンジンではN2Oリアクタの経済性成立は困難であり、GHG削減
への寄与も限定的。一方で、4ストロークエンジンでは顕著な量のN2Oが排出され
ることを確認済み。2ストロークエンジン向けに開発されたリアクタはストローク向
けにも適用することは可能であるため、KVCとしては4stエンジンへの適用性を確
認して本事業を終了する。


